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I. はじめに
　アッカド王朝崩壊後の分裂状態を収拾し、前2100年頃にメソポタミアに統一王権を樹立したウ
ル第三王朝の王は、ニップルに祀られる最高神エンリルの祭儀権を掌握した。それと同時に、第
４代の王シュシンが支配下にある都市ウンマの主神（都市神）シャラの神殿建立を年名や王碑文
で誇るように（前田2008）、諸都市の主神を祭る権限も都市支配者から奪った。王の大権として
神々を祭る一方で、第２代の王シュルギ以降、自らを神格化し、神として祭られる存在ともなっ
た。
　このように、ウル第三王朝時代、王は自らを神格化するとともに祭儀大権を掌握したが、他方
で、シュメール諸都市はウルの統一暦でなく各々伝統的な暦を使用し、依然としてその暦に従っ
た祭を行っていた（Cohen 1993, Sallaberger 1993）。ウル第三王朝時代になっても、統一王権と
都市国家の相克は解消されていないのであり、中央集権体制は実現していない（前田2003、前田
2009）。
　本稿では、統一王権と伝統的都市国家の関係の視点から、祭儀権を掌中にしたウルの王がウン
マにおいてどのように神々を祭ったかの問題と、神となった王を祭ることがウンマ固有の祭の体
系とどのように関わったのか、この２つの問題を考えたい。この２つは多岐にわたる問題群とな
るが、ここでは、第１にウンマの神々に対する「王の供犠」とウンマの伝統的な祭との関係、第
２に月齢祭の変化、この二つに絞り、検討する。
II. 王の供犠
　ウルの王からウンマの神々への供物や奉納としては、「王の供犠 níg-giš-tag-ga lugal」と「王の
シスクル sískur-lugal」、それに、不定期の「王の献上 a-ru-a lugal」がある。これらの奉納に際し
て、王は酒杯人などをウンマに派遣し、ウンマの都市神シャラなどの神々に奉納した（前田
2005）。シスクル sískur は、祈りと供物、両方の意味をもち、シスクルの対象は多岐にわたる（1）。
それに対して、ウンマ文書に現れる供犠 níg-giš-tag-ga は「王の供犠」の意味でのみ使われる（2）。
　ウンマにおいて、定期的な「王の供犠」の対象となる神はシャラ神であるが、例外的にグラ神
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6dgu-la（MVN 18, 331; UTI 5, 3161）とガルシャナ市のネルガル神 dnè-iri11-gal gar-ša-na-ka
ki（MVN 
16, 1561）も対象にした。グラ神とネルガル神は、王にとって特別な意味があったが故に奉納の
対象になり得た。これについては、別の問題を含むので、別稿で論じることにしたい。
　シャラ神はウンマ市区だけでなく、キアン市区などにも神殿を持つ。そのなかで、ウンマ市区
のシャラ神への「王の供犠」は、CTMMA 1, 36; Nik 2, 378に記録されるが、ウンマ市区以外の
シャラ神への「王の供犠」は確認されない。つまり、ウンマ文書に記録された「王の供犠」は、
例外としてのグラ神やネルガル神の他は、神の名を示さない奉納を含めて、すべてウンマ市区に
ある主神殿に座すシャラ神への奉納であったと考えられる。王は個々の神殿に奉納するのでなく、
都市神シャラにウンマを代表させ、それに奉納したことになる。
　「王の供犠」は定期的ではあるが、毎月行われてはいない。下に示したように、１月、４月、
６月、８月、11月の５ヶ月に行われた（3）。
１月「 収穫の祭」　MVN 15, 225 (S 43); TCNSU 547 (AS 5); SANTAG 6, 172 (AS 7); MVN 14, 130 
(SS 2); MVN 16, 1408 (SS 4).
４月「初穂の祭」　MVN 15, 225 (S 43); BRM 3, 44 (AS 8); TPTS 2, 52 (AS 8); UTI 5, 3125 (AS 8).
６月「 播種の祭」　MVN 20, 51 (AS 6); CTMMA 1, 36 (AS 7); TPTS 2, 389 (AS 7); UTI 4, 2352 (AS 
8); UTI 4, 2906 (AS 8); Aleppo 415 (SS 2); UTI 6, 3710 (SS 2).
８月「 é-itu-6の祭」　BRM 3, 45 (AS 6); CTMMA 1, 36 (AS 7); CST 766 (AS 8); Aleppo 416 (SS 2); 
TCNY 86 (IS 1).
11月「 パウエの祭」　Aleppo 149 (S 45); BPOA 1, 1011 (AS 1); BPOA 1, 1615 (AS 2); SANTAG 6, 
146 (AS 5); AnOr 1, 139 (AS 8); BPOA 6, 1089 (AS 8); Nik 2, 378 (IS 1).
　この５ヶ月には、神たる王を祭る「シュルギの祭の月」（10月）と「アマルシンの祭の月」（７
月）は含まれない。王の供犠は、ウンマ在地の祭に合わせてシャラ神に捧げられたのである。
　１年５回の実施であったことは、他の文書からも確認される。シュシン５年の１年間の葦製品
支出をまとめた TYBC 1600 では、上記の５ヶ月に「王の供犠」のための支出を記録する。魚の
支出記録 MVN 18, 335には、「700尾の魚、５回の王の供犠、シャラ神殿へ。エンシの捺印文書
700 ku6-šà-bar, níg-giš-tag-ga-lugal a-rá-5-kam, é-
dšára-šè, DUB énsi-ka」とある。１回120尾の魚を
５回、計700尾をシャラ神殿に「王の供犠」として奉納した。
　「王の供犠」は年５回であるが、３回と記す文書もある。「王の供犠、その３つの祭に níg-giš-
tag-ga-lugal ezem-3-a-ba」（TCL 5, 5672［シュルギ40年］）や、シュルギ48年の文書 NATU 1, 20と、
アマルシン２年の文書 Aleppo 414にある同一内容の記事「６頭の穀肥牛、王の供犠、３回 a-rá 
3-kam。ギルは（王の）酒杯人達」である。
　ザラベルガーは、「王の供犠」がシュルギ40年頃では、４月、８月、11月の３回であり、順次
回数を増やして５回になったと推定する（Sallaberger 1993, 2301102）。シュルギ40年（TCL 5, 
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5672）とアマルシン２年の文書（Aleppo 414）に３回の王の供犠とあるので、「王の供犠」が年
３回から順次５回へと増えたとするザラベルガーに従うならば、その変化はアマルシン２年以降
でなければならない。しかし、アマルシン２年以前に、「王の供犠」が１月に実施されたことが
確認され（MVN 15, 225 [S 43 i, iv]）、これは、彼が想定した月、４月、８月、11月の外であり、
シュルギ43年にはすでに４回であったことになる。年３回の王の供犠とは、ザラベルガーが想定
するような時期の変化によるのでない。
　時代による変化でなく、「（王の）供犠のなかでの神々のエシュエシュ祭儀 èš-èš šà níg-giš-tag-
ga dingir-re-ne」が下記のように、４月、８月、11月と、年３回実施されており、エシュエシュ
祭儀を伴う「王の供犠」を、５ヶ月の祭の中でも特に重要な祭として「３つの祭」として特別に
扱ったのである（4）。
　　１月「収穫の祭」＜　＞
４月「初穂の祭」Or 47/49, 369; BRM 3, 44; SNS 529 
　　６月「播種の祭」＜　＞
８月「é-itu-6の祭」BRM 3, 45; Peat, RA 69, 19
11月「パウエの祭」YOS 4, 272
　「（王の）供犠のなかでの神々のエシュエシュ祭儀」は、ときに、「神々のエシュエシュ祭儀 èš-
èš dingir-re-ne」と短縮して表現される（Peat, RA 69 19; Or 47/49 369）。この祭儀がアマルシン
６年からイッビシン治世まで大きな変更無く実施されたことは確認される（Sallaberger, 1993, 2, 
154: Tabelle 90）。奉納を受ける神々は、ウンマの都市神シャラを筆頭に、アピサル市区の主神
的地位にあるニンウルラ神など、アマルシン治世では20の神々、シュシンとイッビシン治世では、
神たる王シュシンが加えられ、21の神々である（5）。最初に挙がるシャラ神と２番目のニンウルラ
神はウンマの二大神である。３番目のエンキ神に続いて挙がる第４のシン神はウルの都市神であ
り、第５のニンスン神はウルの王の個人神である。ウルの王との関係が深い神が上位にあり、ウ
ルの王の意向が強く働いた祭儀であった。
　「王の供犠」は、月名に因んだ旧来の祭と平行して行われた。TCL 5, 6040はウンマ市区のシャ
ラ神のための祭を記録するが、毎月でなく、「王の供犠」の月である４、６、８、11月のみを記
録し、しかも、それぞれの月では、「定期奉納の中で（šà sá-dug4）」と「（王の）供犠の中で（šà 
níg-giš-tag-ga）」に書き分ける。「王の供犠」と伝統的な定期奉納とが並立する。定期奉納と王の
供犠の関係を示す文書 TCNSU 581がある。
　TCNSU 581 (xi)：「７頭の羊、１頭のメス羊、２頭の山羊、王の供犠。１頭のメス羊、
シュルギ神、王の供犠と共に（神殿に）入った（とき）。ギルは（王の）酒杯人であるルガ
ルシュニルレ　7 udu 1 sila4, 2 máš, níg-giš-tag-ga-lugal, 1 sila4, 
dšul-gi, níg-giš-tag-ga-da ku4-ra, 
gìr lugal-šu-nir-re sagi」
8　この TCNSU 581は年次を記さないが、記された11月はエシュエシュ祭儀を伴う「王の供犠」
の実施月である。シュルギ神が「王の供犠と共に（神殿に）入る」ことは、アマルシン７年８月
の文書 Or 47/49, 372と同８年11月の文書 MVN 16, 695にも「１頭の山羊、王の供犠と共に（神
殿に）入った（とき）」とある。ともにエシュエシュ祭儀を伴う「王の供犠」の実施月である。
シャラ神殿では月の名に因んだ祭が行われているはずであるから、シュルギ神が「王の供犠」を
持ってシャラ神殿に入ることは、ウンマ古来の祭と「王の供犠」を結びつける役割を果たす。
　これらの文書には、別にアマルシンへの定期奉納も記録するが、アマルシンには「王の供犠と
共に（神殿に）入った（とき）」の記載はない。シュルギのみが関わった。例外として、イッビ
シン１年１月の文書 Nik 2, 374では、シュルギだけでなく、アマルシンとシュシンも王の供犠と
共に（神殿に）入っている。イッビシン即位元年正月という特別な時期であるので、神たる３王
が供犠を持ってシャラ神殿に入ったのかもしれない。
　以上、述べてきた「王の供犠」の特徴を示せば次のようになる。第一に、「王の供犠」は年に
５回、１、４、６、８、11月にウンマの都市神シャラのウンマ市区にある主神殿において実行さ
れた。第二に、「王の供犠」とウンマ伝統の祭とは並列する。神たる王シュルギ（の像）が「王
の供犠」を持ってシャラ神殿に入ることが、その連携を象徴する。第三に、「王の祭儀」に付随
して、ウンマの主要な神々を祭る「（王の）供犠の中での神々のエシュエシュ祭儀」が年３度、
４、８、11月に行われた。
　これらの諸特徴を示す文書が Erlenmeyer 93 = CDLI P315448である（6）。Erlenmeyer 93におい
て、「王の供犠」はウンマのシャラ神の項目に記録される。「王の供犠」が、数あるシャラ神殿の
中でもウンマの主神殿のみを対象にしていたことが明らかになる。さらに、回数も年５回と明示
されている。
  Erlenmeyer 93 = CDLIP315448
dšára ummaki *
dšára ki-anki sá-dug4
bára gir13-giški sá-dug4 síkur-lugal
dgu-la ummaki sá-dug4 níg-ezem-ma sískur-lugal sískur šà é [ ]-a dingir nibruki-šè gin-
na
dgu-la ki-anki <sá-dug4>
den-lil sá-dug4 du6-kù gú-gú-mu-è
dnin-ib-gal sá-dug4 balag u4-ná-a
den-ki <sá-dug4>
dnin-sún <sá-dug4>
dumu-zi URUxA-a a-še12 dé-a dingir ki-an
ki-šè gin-
na
dnin-e11-e sá-dug4 gur 
ddumu-zi-da ummaki ddumu-zi nibruki [ ]
[ ] sá-dug4
dnin-dda-lagaški gur ddumu-zi ki-anki
dli9-si4 sá-dug4 dingir-re-ne
dkar-ra-du sá-dug4 dingir-re-ne
še-il-la dnanše sá-dug4 dingir-re-ne
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　Erlenmeyer 93において、「神々への＜王の＞供犠のなかでのエシュエシュ祭儀」は神々への奉
納とは全く別の項目として末尾近くに記録されており、独立した祭儀であったことが確認される。
Erlenmeyer 93に記された計63頭の支出小家畜は、この文書が書かれたアマルシン９年の「神々
へのエシュエシュ祭儀」において、シャラ神を筆頭にした20神に捧げられた計21頭の３倍、つま
り年３度の奉納を合計した頭数である。
　「神々への＜王の供犠のなかでの＞エシュエシュ祭儀」では、シャラ神やグラ神も奉納の対象
になっているが、それらが、Erlenmeyer 93でシャラ神やグラ神の項目に集計されることはない。
「神々への王の供犠のなかでのエシュエシュ祭儀」は、「王の供犠」に関連して特別に実施され
た祭儀である。つまり、ウンマの伝統的な二つの祭儀形式、月の満ち欠けに応じた月々の祭と、
月名に因んだ年毎の祭に対して、「王の供犠」を中心とした第三の祭として、「神々への＜王の供
犠のなかでの＞エシュエシュ祭儀」が存在するのである。
III. 月齢祭の変化
　ウンマにおける神々の祭は、月毎の祭と、月名に従って年毎に繰り返される祭に分かれる。ウ
ンマ文書にある sá-dug4 itu-da「月の定期奉納」が、月の満ち欠けに従って「月毎に繰り返す定
期奉納」であり、sá-dug4 zà-mu「年の端までの定期奉納」が、月名に従って「年毎に繰り返す
定期奉納」である（前田2004）。
　月毎の月齢祭は、新月、６日月、７日月、15日月（満月）に行われた。都市神シャラのために
月齢祭が行われていたことは、残存文書のなかでも早い時期に属するシュルギ25年の文書 TSU 
90とシュルギ27年の文書 TYBC 2043から確認できる。
sískur é-maš sá-dug4 dingir-re-ne
dlama dšul-gi sá-dug4 dingir-re-ne
dlama damar-dsuen sá-dug4 dingir-re-ne
< > **èš-èš šà níg-giš-tag-
ga dingir-re-ne
ki-a-nag énsi-ke4-ne
šà kušdu10-gan nam-érim ku5-du ùnu-
dè-ne
nam-érim ku5-du sipa-
dè-ne
* dšára ummaki sá-dug4, diri zi-ga 
dšára,
ugula é dšára-šè
dnin-gi6-par4 ú-sag-šè è-a
[ ] unuki, nesag HI [ ]
gur pa4-ú-e
šu-nir gú-dè-na
é gar-lagar sikil-la
níg-giš-tag-ga lugal, a-rá 5-kam, gìr sagi-ne
sískur-lugal, a-rá 1~2-kam, gìr dnin-mar-ki-ka sagi
sískur gìr du-ú-du11 igi-du8,
sískur gìr lugal-ur-sag igi-du8
**èš-èš šà níg-giš-tag-ga dingir-re-ne: 46 udu-bar-su-ga, 4sila4 bar-gál, 13 máš (63=21x3)
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　シュルギやアマルシンのための月齢祭ついては、アマルシン５年が初出である。シュルギの祭
がシュルギ治世でなく、アマルシン治世の中頃から始まるのは、神たる王アマルシンをウンマで
祭る体制が整ってから、先王シュルギの祭も合わせて実施したからであろう。
　アマルシン５年１月には、シュルギの祭とアマルシンの祭、それぞれについて１ヶ月の支出を
記録する文書がある（MVN 20, 49, TCNSU 548）。
MVN 20, 49 (AS 5 i)
1 udu-niga   u4-sakar gu-la 　１頭の穀肥羊、新月
1udu-niga 1 udu-ú  gišgigir u4-6 　１頭の穀肥羊、１頭の草肥羊、６日の車
2 udu-niga 1 sila4 
gišgigir u4-7 　１頭の穀肥羊、１頭のメス羊、７日の車
1 máš   u4-sakar u4-15 　１頭の山羊、15日（満月）
sá-dug4 šu-a-gi-na   　定例に従った定期奉納
1 udu-niga  níg-diri ezem-ma 　１頭の穀肥羊、祭の追加分
šu.nígin 5 udu-niga šu.nígin 1 udu-ú, 　合計５頭の穀肥羊、合計１頭の草肥羊
šu.nígin 1 sila4 šu.nígin 1 máš 　合計１頭のメス羊、合計１頭の山羊
sá-dug4 
dšul-gi-ra   　シュルギ神の定期奉納
TCNSU 548 (AS 5 i)
1 udu-ú, u4-sakar gu-la  　１頭の草肥羊、新月
1 udu-niga gišgigir u4-7  　１頭の穀肥羊、７日の車
1 máš u4-sakar u4-15   　１頭の山羊、15日（満月）
sá-dug4 šu-a-gi-na   　定例に従った定期奉納
1 máš é dšára-ka <ku4>-ra 　１頭の山羊、シャラ神殿に入った（アマルシン）
1 udu-niga,  níg-diri ezem-ma  　１頭の穀肥羊、祭の追加分
šu.nígin 2 udu-niga, šu.nígin 1 udu-ú 　合計２頭の穀肥羊、合計１頭の草肥羊
šu.nígin 2 máš     　合計２頭の山羊
sá-dug4 
damar-dsuen   　アマルシン神の定期奉納
　これらが、シュルギとアマルシンを月齢祭との関連で記録する最初である。この２文書では、
月齢祭に続いて、「祭の追加分」と、「シャラ神殿に入った（とき）」という、年毎に繰り返す祭
も記録される。なお、アマルシンのための６日の車への奉納は、アマルシン６年１月まで実施さ
れないで（MVN 20, 181）、２月の文書（TYBC 917）から記録される。それ以前にアマルシンの
６日の車への奉納がなかった理由は不明である。
　新月から満月までの４つの月齢祭を一括記録する上記のような文書の他に、新月なら新月、７
日月なら７日月だけの奉納記録がある。アマルシン５年４月には、新月と７日月の支出記録が
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各々残っている。新月の祭の奉納を記録する TCNY 28では、ウンマ市区のシャラ神の定期奉納
のなかに、神たる王シュルギとアマルシン、ウンマのグラ神、エンリル神、ギルギシュの聖所、
アウダなど神々や聖所への奉納も含まれる。
　７日月の祭に関する UTI 3 1881も同様であって、計６頭の家畜が「７日の車」の奉納として
シャラ神に捧げられ、以下エマフ神殿、シュルギ、アマルシンなどへの奉納があった。このよう
に、シュルギとアマルシンの月齢祭は、ウンマの都市神シャラの定期奉納の枠の中で行われてい
たのである。
　アマルシン６年になると、シュルギとアマルシンへの奉納は、シャラ神への奉納とは別扱いに
なり、神たる王への奉納が、都市神シャラの祭儀から分離し、独立して行われるようになった。
この年、アマルシン６年にウンマの７月は、従来の月名「min-èš の月」に加えて、「アマルシン
の祭の月」と命名された。さらに、アマルシンの神殿建立も基壇や煉瓦積み作業の最終段階に
入っていた。神たるアマルシンの祭儀もこうした状況下で改変されたのであろう。
MVN 20 181 (AS 6a i)
1 udu-niga  u4-sakar-gu-la 　１頭の穀肥羊、新月
1 udu-niga 1 udu-ú gišgigir u4-6 　１頭の穀肥羊、１頭の草肥羊、６日の車
2 udu-niga 1 udu-ú gišgigir u4-7 　２頭の穀肥羊、１頭の草肥羊、７日の車
1 maš  u4-sakar u4-15 　１頭の山羊、15日（満月）
dšul-gi    　シュルギ
1 udu-ú  u4-sakar gu-la 　１頭の草肥羊、新月
1 udu-niga   gišgigir u4-7 　１頭の穀肥羊、７日の車
1 udu-ú  u4-sakar u4-15 　１頭の草肥羊、15日（満月）
damar-dsuen    　アマルシン
　シュルギとアマルシンを並べたこの形式の文書はアマルシン８年まで確認できる（7）。シュシン
治世の文書は残されていないが、イッビシン１年には、シュルギとアマルシンにシュシンを加え
た文書がある（Nik 2, 374）。それによれば、シュシンへの奉納は、新月、６日月、７日月、15日
月とも１頭の羊であり、奉納家畜の頭数はアマルシンと同じである。シュルギには、新月で１頭、
６日月で２頭、７日月で３頭、15日月で１頭となっており、シュルギとアマルシン、それぞれの
月齢祭における犠牲家畜数は、アマルシン５年から変わることがない。
　シャラ神のための月齢祭は、シュルギ・アマルシンの月齢祭に並行して引き続き記録される。
ただし、奉納を受けるのはシャラ神、アウダ、エマフだけであり、アマルシン５年には記録され
ていたエンリル神やグダ神への奉納は記録されなくなる（NSTROM 2, 118 [AS 6 ii]）。
　シャラ神、アウダ、エマフを対象とした月齢祭の記録は、これ以降シュシン４年まで書かれる（8）。
このような文書の在り方から、神たる王シュルギとアマルシンの月齢祭と、シャラ神のそれとが
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並立して行われたことは確かである。
　シャラ神の月齢祭とシュルギ・アマルシンの月齢祭が併存するのであるが、それらの祭におい
て、アマルシン５年４月の新月の祭に列記されていたウンマのグラ神（dgu-la ummaki）、エンリ
ル神（den-líl）、ギルギシュ市区の聖所（bára-gir17-giš
ki）への奉納が全く記されない。これらの神
もしくは聖所は、月齢祭に関係なく年ごとに繰り返す定期奉納として別の文書に一括記録される
ようになった。（表参照）
　SANTAG 6, 136はアマルシン５年３月の文書であり、「ウンマ市区のシャラ神の定例に従った
定期奉納」として一括記載された文書 TCNY 28より１ヶ月早くに書かれている。シャラ神を中
心とした神々に加えられるにしても、エンリル神、「ウナアのバラグ楽器」、ギルギシュ市区の聖
所、ウンマのグラ神は、一つのまとまりを持って別格の扱いを受けたのであろう。
　SANTAG 6, 136と同形式の奉納記録は、表のように、アマルシン８年まで書かれている。奉
納家畜の頭数については、山羊と羊、メス羊など家畜の種類が変わることがあっても、それぞれ
の神で犠牲家畜数は一定している。しかし、神々の記載順序は、表では１から４の数字で示した
ように、ある程度の規則に従っているが、記載順序は一定しない。
　アマルシン８年８月のエンリル神への奉納（TPTS 92）では、「１頭の羊、定期奉納、２頭の
羊、ドゥク du6-kù」とあって、通常の奉納とは異なる。ドゥク（「聖なる丘」）はエンリル神を祀
る聖所であり、この月には特別に羊が奉納された。この文書から逆に、アマルシン５年から変わ
ることなく支出される１頭の羊が、定期奉納（sá-dug4）としての支出であることが確認される。
den-líl balag u4-ná-a bára gir13-giš
ki dnin-ur4-ra
dgu-la ummaki
AS 5 iii SANTAG 6, 136 1 1 udu 2 1 máš 3 3 udu-ú 4 1 udu-ú
AS 6 iii TCNSU 567 1 1 udu 4 1 máš 2 3 udu-ú 3 1 udu-ú
AS 6 v SANTG 6, 153 3 1 máš 4 1 sila4 1 3 udu-ú 2 1 udu
AS 6 vii TCNSU 570 3 1 udu 4 1 udu 2 3 udu 1 1 udu
AS 7 ii SETUA 243 1 1 udu 3 1 udu 2 3 udu 4 1 udu
AS 7 iv TPTS 160 2 1 udu 3 1 sila4 1 3 udu
AS 8 ii TYBC 1102 2 1 udu 3 1 udu 1 3 udu 4 1 udu
AS 8 iii UTI 5, 3243 2 1 udu 3 1 udu 1 3 udu 4 1 udu
AS 8 vii UTI 5, 3306 2 1 sila4 3 1 sila4 1 3 udu-ú 4 1 udu
AS 8 viii TPTS 92 2 1 udu sá-dug4 3 1 udu 1 3 udu-ú
2 udu du6-kù
AS 8 x AnOr 1, 136 2 1 máš 3 1 udu-ú 1 3 udu-ú 4 1 udu-ú
SS 2 iii AAICAB I, 4, 423 2 1 máš 3 1 udu-ú 1 3 udu-ú u4-sakar etc.
SS 2 vi MVN 4, 111 2 1 sila4 3 1 máš 1 3 udu-ú u4-sakar etc.
SS 3 iii MVN 16, 955 1 1 udu-ú 2 1 udu-ú 3 3 udu-ú u4-sakar etc.
SS 4 x TPTS 2, 433 1 1 udu 2 1 udu 3 3 udu u4-sakar etc.
SS 5 I TPTS 2, 410 2 1 udu 3 1 udu 1 3 udu < >
iS 2 vii Nik 2, 373 2 1 udu 3 [1 udu] 1 3 udu u4-sakar etc. u4-sakar etc. 
& á-u4-da
IS 2 ix SNS 530 2 1 udu 3 1 máš 1 3 udu u4-sakar etc. u4-sakar etc. 
& á-u4-da
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　シュシン治世になると、ウンマのグラ神への奉納が変化し、月齢祭に従うようになる。シュシ
ン２年３月の文書 AAICAB 4, 423の当該部分のみを示す。
AAICAB 4, 423 (SS 2 iii)
1 udu-niga u4-sakar u4 15 (= gu-la) １頭の穀肥羊、新月
1 udu-ú gišgigir u4 6,  １頭の草肥羊、６日の車
1 udu-niga gišgigir u4 7,  １頭の穀肥羊、７日の車
1 udu-niga  u4-sakar u4 15,  １頭の穀肥羊、15日（満月）
　sá-dug4 dgu-la,   グラ神の定期奉納
　表にあるとおり、月齢祭に従うグラ神と諸神への奉納は、シュシン治世のあいだ変化はない。
イッビシン治世になると、シャラ神の妻神ニンウルラ神が、月齢祭の奉納をここで受けるように
なる（Nik 2, 373 [IS 1 vii], SNS 530 [IS 2 ix]）。
　月齢祭の変化をまとめると、アマルシン５年まで、神たる王シュルギやアマルシン、それにグ
ラ神も、シャラ神の月齢祭の中で定期奉納を受けていた。シャラ神の月齢祭からシュルギとアマ
ルシンの月齢祭が分離し並立するのがアマルシン６年であり、グラ神については、次の王シュシ
ンの治世に変化があり、グラ神独自の月齢祭が行われるようになった。
　つまり、シュシン治世に、月齢祭は、１）都市神シャラ、２）神たる王シュルギ・アマルシン、
３）グラ神を中心とする諸神への奉納という３つの祭儀に分かれ、鼎立した。
　ウル第三王朝最後の王イッビシンの治世には、グラ神を筆頭とした月齢祭の支給文書にウンマ
においてシャラ神に次ぐ高位のニンウルラ神への支出も記録される。ニンウルラ神が月齢祭に奉
納を受けるのはイッビシン治世に知られるのみである。この神が配偶神シャラの月齢祭でなく、
グラ神と関係することは、月齢祭の中心が都市神シャラからグラ神に移行したことを示すとも考
えられるが、詳細は不明である。
　さらに、シャラ神の月齢祭文書を検証すると、アマルシン６年に、すでに、アウダとエマフの
みが奉納を受けるようになっており、グラ神など諸神への奉納は記録されない。エマフは、
『シュメールとウルの滅亡哀歌』や『神殿讃歌集』で、ウンマの都市神シャラの主神殿として描
かれており（Michalowski 1989, Sjöberg 1969, George 1993）、明らかにシャラ神の神殿である。
月齢祭において、シャラ神とその所在する建物エマフとに各々家畜が奉納されていた。
　アウダは、次のシュシン治世を通じてシャラ神の奉納の中で記録されるが、イッビシン治世に
なるとグラ神の奉納記録のなかに書かれるようになる。このことは、月齢祭における神の役割に
おいて、シャラ神からグラ神へと比重が移ったと推定させる。この問題は、月齢祭だけでなくウ
ンマにおける祭儀全体を考慮して判断すべきであり、軽々しく判断は下せないが、グラ神が、都
市神シャラや、神たるシュルギとアマルシンと並んで、重視されたことは事実として承認される。
　神々への奉納家畜記録家畜については、引用してきた文書とは別系統の月毎に書かれたブッラ
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記録がある。平らな粘土板でなく、三角錐状もしくは角張った釣り鐘状に成形した粘土塊であり、
その４面に記すものである（9）。ブッラ文書に集計されるのは、Or 47/49, 344 や BRM 3, 44の末尾
に明記されるように、「神々の定期奉納 sá-dug4 dingir-re-ne」である。ブッラ文書は、「月ごとに
繰り返す定期奉納（sá-dug4 itu-da）」であれ、「年ごとに繰り返す定期奉納（sá-dug4 zà-mu）」で
あれ、「王の供犠」であれ、当該月に神々に支出されたすべての家畜を集計記録する。別々に書
かれた文書を集計し、支出された総家畜数を記録することがブッラ文書作成の意図であり、アマ
ルシン治世からイッビシン治世まで書き継がれた。ブッラ文書は当該月における奉納家畜の総数
を記録する目的で作成されたのであり、月齢祭におけるシャラ神やシュルギ・アマルシン、それ
にグラ神の祭といった区分は重視されない。したがって、ブッラ文書からは奉納の変化を直接証
明することはできない。
　再度ウンマにおける月齢祭の特徴をまとめると、アマルシン治世初めでは、都市神シャラの祭
であったが、そこから神たる王シュルギとアマルシンの祭が分離し、さらにシュシン治世ではグ
ラ神の祭が加わった。月齢祭として、都市神シャラの祭、神たる王の祭、グラ神の祭が鼎立する
ことになった。この変化はウルの王の意向が強く働いた結果であると推定される。
IV. おわりに
　ウルの王がウンマにおいて直接祭儀権を行使する「王の供犠」は、主神殿に坐す都市神シャラ
神に対してだけである。王がウンマの他の神々に「王の供犠」を捧げないのは、ウンマの伝統的
な祭体系を承認することを示す。「王の供犠」を中核とした「エシュエシュ祭儀」の形成が見ら
れるとしても、それは、ウンマの年毎に繰り返される伝統的祭儀に平行して、しかも年３回行わ
れるだけであり、ウルの王が都市の伝統を破壊して、中央集権的な画一化した祭儀の体系を押し
つけることではない。あくまでも、ウンマ側の協力のもとに祭儀権を行使するのが基本であった。
　年毎に繰り返される祭とは別におこなわれるウンマの月齢祭は、都市神シャラの祭であったが、
シュシン治世に、都市神シャラの祭、神たる王の祭、グラ神の祭が鼎立することになった。そこ
にウルの王の意志を読み取ってもよいであろう。
　ただし、そのことで都市神シャラ神の権威が失墜したと短絡的に考えることはできない。シャ
ラ神の主神殿であるウンマ市区のシャラ神殿の権威はウル第三王朝最後の王イッビシン治世にお
いても何ら下落することはなかったのであり、都市神シャラと同じく月齢祭に奉納を受けること
で、神たるシュルギとアマルシン、それにグラ神が自己を誇示できたとしても、これらの神がウ
ンマにおいて都市神シャラ神に比肩出来るまで地位を上昇させたとは言えない。
　なによりも、月齢祭を主宰する神たる王、シュルギ・アマルシン・シュシンは、守護神たる王
（dlama-lugal-ke4-ne）とされており、守護神として月齢を正すことでウンマに平安と豊饒を約束
することが期待されていた。
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　ウル第三王朝時代のウンマ文書に現れる神たる王は、時に dlama-lugal, dlama-dšul-gi, dlama-
damar-dsuen と表記される。それぞれを「王の守護神」、「シュルギの守護神」、「アマルシンの守
護神」と解して、神として君臨する王を見守る守護神と考えることも可能である。しかし、「守
護神たる王」、「守護神たるシュルギ」、「守護神たるアマルシン」の意味であり、神たる王のウン
マにおける役割が、ウンマを守護することにあることを表明するのである。
　この解釈に根拠を与えるのが、イッビシン２年の月齢祭のための家畜支出記録 Nik 2, 374 であ
る。この文書は、シュルギ、アマルシン、そしてシュシンのための月齢祭の支出を記録するが、
それぞれの支出を合計した末尾の部分に、「守護神たる王たちの定期奉納（sa2-dug4 
dlama-lugal-
ke4-ne）」とある。本文中にあるシュルギ、アマルシン、シュシンをまとめた表現であるから、
「王達の守護神」と解することは不可能であり、「守護神たる王たち」の意味である。つまり、
この文書の記述から理解されるように、シュルギ、アマルシンなどの固有名詞で書かれていたと
しても、それらは、「守護神たる王シュルギ」や「守護神たる王アマルシン」と同義に使われた
のである。
　もし、dlama-lugal が「王を保護する神」であるならば、保護される王は神でなくてもよく、ウ
ル第三王朝の王の中で唯一神格化されない初代ウルナンムの守護神という表現が行政経済文書に
現れてもよいはずであるが、そうした例はない。神格化されたシュルギ、アマルシン、シュシン
だけに dlama が付されるのであり、ウルナンムは神格化されていないために、守護神たる王の資
格がなく、「守護神たるウルナンム」とは呼べなかったのである。
　以上のように、ウンマにおいて、ウルの王は統制し・統治する王でなく、都市を守護する王で
あることが期待され、ウルの王が持つ祭儀権もウンマ側の協力を得て行使された。
　ウンマ側の協力は、犠牲家畜の準備の面からも言える。「王の供犠」に供せられる牛や羊は、
ウルから運ばれてくるのでなく、ウンマの犠牲家畜飼育人であるアンナヒリビ、アルルやカスな
どから支出されている。穀粉等の供物もすべてウンマの行政経済組織の担当部局の長アグやウル
シュルパエが用意する（前田2006, 38: 表１）。それは、「王のシスクル」、や「王の供犠」に連携
して行われる諸祭儀でも同じである（前田2006, 41: 表２）。ウンマ側のこうした負担は、神殿の
造営がウンマ側の多大な負担によって出来たのと（前田2008）、或る意味で同じである。
　ウル第三王朝は、官僚を派遣して中央集権的な国家体制を形成するのでなく、支配下諸都市の
伝統を尊重しつつ、その協力の下に国家を運営するという形態を取った。ウンマにおいて、ウル
の王は統制し・統治する王でなく、都市を守護する王であることが期待された。「王の供犠」の
特殊な在り方と月齢祭の鼎立は、ウルの王の意図が強く働くにしても、都市を守護する王を期待
するウンマ側の意向も加味された結果として捉える必要がある。
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　　注
（１） 「王のシスクル」は、神への奉納を意味する。しかし、ウンマ文書には、農事暦に関連したシスクル sískur 
a-šà, sískur ki-su7, sískur u4-da-gaba-ri-a, sískur ì-si-na, sískur sa-ra-a や、 神 々 を 対 象 と し た sískur 
dgu-la, 
sískur du11-ga 
dgu-la, sískur dgu-la nibruki-ta gin-na, sískur dinanna zabalamki, sískur diškur šà é-maš, sískur 
dna-na-a, sískur dnanna, sískur dnidaba, sískur dšára, sískur dutu など、多種多様なシスクルが記録されており、
それらを整理し、検討することが必要であるが、その作業は別稿に委ねるしかない。
 　不定期の「王の献上」を明記するウンマ文書は少ない。その中で神への奉納としては、アンズーとイシュ
クル神への献上記録がある。
 　anzumušen-babbar：BPOA 7, 2041 (SS 1)：牛２頭と羊９頭。
 　 diškur IMki：Or 47/49, 404 (SS 2 i)：牛２頭と羊６頭；SETUA 236 (SS 3)：牛２頭と羊６頭；UTI 3, 1844 
(SS 4 xii) ：牛２頭と羊６頭。
 　イシュクル神への献上は、シュシン２年から３、４年と連年であり、しかも、牛２頭と羊６頭と定まった
犠牲家畜である。なぜ、イシュクル神に３年続けて犠牲家畜を献上したのか、その理由は不明である。
 　王が献上した戦利品の記録は、シュシン１年、３年、６年にある。
 　シュシン１年：王の献上として奴隷と牛と、持参した王の使節ルエンキへの布支給（BPOA 7, 1802: 1 túg.
guz-za gin, lú-den-ki lú-kin-gi4-a lugal, sag gu4 a-ru-a lugal-da gin-na, ki ì-kal-la-ta, DUB énsi-ka）。
 　ここに記録されたルエンキが持参した奴隷と牛は、明記されないが戦利品であろう。シュシン１年のドレ
ヘム文書には、「遠征から（戻って）来た将軍、大隊長、それに六十人隊長のために」計３頭の牛と345頭の
羊を支出した記録がある（Dahl, RA 101, 1 [SS 1 vii 21-22]: 3 gu4 255 udu, u4 21-kam, 90 udu u4 22-kam, šu-gíd 
é-muhaldim-šè, mu šagina nu-bànda, ù ugula géš-da kaskal-ta, ir-ra-ne-šè）。大規模な遠征があり、その戦利品
の一部がウンマに配分されたと考えられる。なお、この文書を発表したダールは、これらの牛と羊は、将軍
たちが祭儀用に支出したと解釈する（Dahl, RA 101,p.36）。誤解であり、プズリシュダガンの貢納家畜管理所
から将軍たちに分け与えられた家畜である（Maeda 1989, 89）。
 　シュシン３年では、年名にも採用されたシマヌム征服で得た捕虜奴隷を王の酒杯人ニンマルキカがウンマ
に持参した（前田2005）。
 　シュシン６年の AAICAB I, 2, 1971-396は、シャラ神へ奉納された男女を、王の献上とそれ以外に分けて記
録する。「王の献上」以外では、将軍ヌルシュシンや大隊長ルガルクズ、それに職が明示されていないシュニ
ンシュブルが、男奴隷をシャラ神に献上した。将軍ヌルシュシンは、ウンマに駐留する軍団を統率する者で
あり（UTI 5, 3231: érin ummaki-me-éš, ugula nu-úr-dšu-dsuen）、ルガルクズも同じ軍団の大隊長であろう。ウ
ンマ駐留軍団も遠征し、その戦果の一部をシャラ神に奉納したと考えられる。この文書に記された奴隷の名
は、すべてシュメール語である。彼らは、ウンマ国内で買われた奴隷とも考えられるが、シャラ神とニンウ
ルラ神を含む名が圧倒的に多く、奉納時に改名を強いられたのであろう。
 　奴隷制度を、生きる術を失った者を保護する社会保障的制度と見做す場合がある。しかし、奴隷、とりわ
け戦争捕虜は、決してそのような生易しいものでなかった。そのことが明らかになるアマルシン４年の捕虜
奴隷に関係するウンマ文書を見たい。
 　アマルシン治世４年の年名は、「シャシュルとシュルトフムを征服した年」である。この年、シャシュルと
シュルトフムの征服を祝って、王の宴が、ウルではナンナ神のために７月に（Riedel RA 10 208a [AS 4 vii]）、
ニップル（正確にはトゥムマル）ではエンリル神とニンリル神のために８月に催された（TrDr 2 [AS 4 
viii]）。同じ８月に、シュルトフムの戦利品である家畜がプズリシュダガンの貢納家畜管理施設で分配された
（TCL 2 5545 [AS 4 viii 29]）。こうしたなか、女奴隷が、王の酒杯官人によってシャラ神に献上するためにウ
ンマに連れて来られた。奉納された捕虜奴隷は、成人の女奴隷113人、労働可能な女子31人、労働力として期
待されない男児13人と女児15人、計172人である（YOS 4, 67; Scheil, RA 24, p. 45 = TYBC 1163）。
 　この捕虜奴隷のその後を知ることが出来る文書が存在する。捕虜奴隷がシャラ神に奉納されたアマルシン
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４年の次の年、５年２月の日付をもつ「戦利品（である女奴隷へ）の大麦支給」文書 TCL 5 6039である。こ
の大麦支給表において、成人や子供の年齢区分は明示されないが、記録されるのは186人である。その中か
ら、「補充された（女奴隷）dah-hu-me」15人を差し引きすると、171人になる。アマルシン４年に献上された
捕虜奴隷が172人であったので、１名の誤差があるが、同一の捕虜奴隷への大麦支給であることは間違いな
い。
 　TCL 5, 6039で注目されるのは死者の数である。捕虜奴隷はシャラ神に献上され、その後にウンマの公的経
営体の織物工房などに配置されたのであるが、配置される以前に既に死亡し、死者として別枠で記録された
女奴隷が22人おり、総数171人の約12パーセントになる。配置先の織物工房などで死亡した女奴隷は36人で、
死亡者数は計58人になる。全体の34パーセントである。別に病人と明記された者が25人おり、死者に病人を
加えると83人であり、全体の48パーセントになる。
 　シャラ神への献上品としてウンマに連れてこられたのが前年の８月であり、それから半年後に、死者が1/3
に達し、病人を加えると1/2近くになっていた。これは異常な数値である。奴隷、特に、戦争捕虜には過酷な
運命が待っていたのである。
（２） TCNSU 519 (S 43 vi) Obv 5: níg-giš-tag?-ga lú a-tu と読まれているが（TCNSU p.109）、níg-giš-tag?-ga 
lugal < gìr> a-tu であろう。a-tu は同年同月の文書 MVN 15, 225 = TENS 488において、「王の供犠」に関し
て gìr 職を果たしている。
（３） 「王の供犠」がグラ神に奉納された月は不明である。ガルシャナ市区のネルガル神への「王の供犠」は、５
月に行われている（MVN 16, 1561）。
（４） ウンマ文書には、他にも「３つの祭 ezem-3-a-ba」という表現がある。SNS 403の「王のマシュダリア、そ
の３回の祭（のため）máš-da-rá-a lugal ezem-3-a-ba」である。マシュダリアという名目での王への贈り物は、
ウンマから王都ウルに送られた。この場合の「３つの祭」とは、ウルの暦において重要な２つのアキトゥ祭、
「収穫のアキトゥ á-ki-tu še-kin-ku5」と「播種のアキトゥ á-ki-tu še-numun」、それにウルの中心的な祭である
「大祭 ezem-mah」の３つを指すので、ウンマにおける「王の供犠」とは関係しない。
 　ダールは、Dahl, RA 101, 9にある maš-da-rá-a lugal a-rá 3-kam を「３度目の王のマシュダリア」と読む。
そうでなく、１回２頭の牛の支出で、３回分の合計６頭の牛の支出と解釈すべきである。
（５） dšára, dnin-ur4-ra, 
den-ki, dsuen, dnin-sún, dgu-la ki-anki, dpa-bíl-sag, dnin-ib-gal, ddumu-zi URUxA-a, den-líl, 
dlugal-UD.NUN.KIBki, dgu-la ummaki, dnin-hur-sag, dé-sag-kal-la, ddumu-zi, dnin-e11-e, 
dnin-da-lagaški, dšul-gi ki-anki, 
damar-dsuen, dšul-gi ummaki, (dšu-dsuen).
（６） Erlenmeyer 93は、犠牲家畜飼育人ウシュムから支出された家畜についてエンシが捺印した文書を集計した
記録である。記録がアマルシン８年12月から始まるのは、新しく支配者（エンシ）となったアカルラの責任
において為すこと、それが12月からなのであろう。さらに、犠牲家畜はアマルシン８年までもっぱら a-lu5-lu5
から支出されていたが、彼からの支出はアマルシン９年には全く記録されないで、再び文書に現れるのは
シュシン１年10月である。ウシュムは新任のエンシ、アカルラに近い者かもしれない。
（７） TYBC 917 (AS 6 ii), DC 1, 304 (AS 6 v), Holma, StOr 9/2, 20 (AS 6 x), TYBC 916 (AS 6 xii), TENS 338 (AS 
7 v), Or 47/49, 372 (AS 7 viii), MVN 20, 45 (AS 8 ii), AnOr 1, 135 (AS 8 viii), MVN 16, 695 (AS 8 xi).
（８） SANTAG 6, 166 (AS 6 xii), SANTAG 6, 179 (AS 7 viii), BIN 5, 58 (AS 8 xi), CCTB 2, 13 (SS 2 ii), MVN 16, 
646 (SS 4 vii), UTI 3, 2121 (SS 4 viii).
（９） TJA: IES 319 (AS 5 x), Or 47/49, 344 (AS 5 xii), BRM 3, 45 (As 6 viii), BRM 3, 44 (AS 8 iv), BRM 3, 23 (AS 
8 vii= AS), CST 782 (SS 2 ix), CCTB 2, 300 (IS 2 ix). Cf. Sallaberger 1993, 2, 138-9: Tabelle 80.
　＊本稿は、平成15年度〜平成17年度科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）「シュメールにおける統一王権と都市支配
者」（研究課題番号15520460）の研究成果の一部である。
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補筆：11頁で、神たる王のための月例祭について、シュシン治世の史料は見つかっていないと書いたが、本稿校
正中に入手した史料集 T. Ozaki, M. Sigrist, Tablets in Jerusalem. Sainte-Anne and Saint Etienne, Chonchun 2010
の、シュシン４年９月の日付がある文書（no.206）に、月例祭のためのシュルギ、アマルシン、シュシンへの定
期支給が記録されている。これら３王のもとで月例祭が行われたことが確かめられる。
